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平成３０年度  事 業 報 告 書 
公益財団法人愛知教育文化振興会 

１ 事業の状況 

平成３０年度事業計画及び収支予算に従って、三河の教育文化振興に寄与するという目的

達成に向け、活動を進めることができた。 

三河全域の小・中学校や教育関係諸団体等に多大なご支援とご協力をいただいた。また、予

算執行面では諸経費の一層の節減に努め、成果を上げることができた。 

 

２ 処務の概要 

（１）役員に関する事項 

平成３０年６月４日（月）に､平成３０年度の登記がなされた。それに従って、下記の

評議員、理事・監事が就任した。 

＜評議員＞ 

渡辺 賢一（評議員長）  目黒 克彦  森  卓也  大林 伸吉  

佐藤 淑乃  牧野 美苗  森田 恵美 

＜理事＞ 

水野 勝通（理事長）   水藤 彰啓（副理事長）   鈴木 栄二（常務理事） 

河合 伸樹（常務理事）  坂田 正俊  松平 貴圭  伊藤 未央 

＜監事＞ 

遠島 敏行  井上 正英  河村 喜美 

（２）職員に関する事項 

鈴木 栄二(常務理事)    河合 伸樹（常務理事）   犬塚 尊夫（総務部） 

Ｈ26.6.1～         Ｈ26.6.1～         Ｈ27.6.1～ 

福井 基明（業務部）       河合 智仁（編集部）    金原  宏(経理部)      

Ｈ27.6.1～         Ｈ28.6.1～         Ｈ28.6.1～ 

伊藤 雅朗(編集部)      天野 広子（経理部）    酒井  敬（業務部） 

Ｈ29.6.1～         Ｈ29.6.1～         Ｈ30.6.1～ 

白井 博司（総務部）    藤嶋 力央 (総務部)        本多麻紀子（業務部） 

Ｈ30.6.1～         Ｈ30.6.1～         Ｈ6.4.1～ 

牧  富代（経理部）     深津 理絵（業務部）   鈴木 千明（事務員） 

Ｈ11.10.18～          Ｈ28.4.1～          Ｈ30.4.1～ 

（３）刊行事業に関する業務 

三河教育研究会の研究成果をもとに、三河全域の小中学校児童・生徒を対象に、４１ 

種目の刊行物を刊行し、豊かな心や学力の向上に寄与してきた。 

刊行事業として、(ア）編集に関する事項、(イ）刊行に関する事項、(ウ）普及に関す

る事項を行った。 

ア 編集に関する事項 

○ 編集委員長・関係部会長会 

第１回 平成３０年６月１３日（水）（編集委員長のみ） 

・2019年度版刊行物の編集について 

・平成３０年度版刊行物編集に関する反省事項と申し送り事項について 
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・平成３０年度版の刊行物モニターについて 

・平成３０年度版刊行物編集委員会の実施状況について 

第２回 平成３１年２月８日（金） 

・2019年度版刊行物の採用状況について 

・2019年度版刊行物編集委員会の実施状況について 

・2019年度版刊行物編集に関する反省と次年度への申し送り事項について 

・令和２年度版刊行物の編集について 

・令和２年度版刊行物の編集委員会の構成について 

・令和２年度版刊行物編集委員長・副委員長・編集委員決定の手順について 

○ 編集委員会 

４１種目の刊行物について、延べ１６０回の編集委員会を開催した。 

○ 刊行物編集企画委員会・「教育と文化」編集企画委員会 

平成３０年１１月７日（水） 

・有識者、教育関係団体代表、ＰＴＡ経験者、教員等１１名で構成する委員会

で、2019年度の刊行物の編集刊行及び教育情報誌の発行について審議した。 

・刊行物の編集や普及の方策について、意見をいただいた。 

○ 刊行物正誤調査について 

正誤調査委員を選出して、最終校正後の原稿について正誤調査を行い、誤りのな

い刊行物作成を目指した。 

イ 刊行に関する事項 

○ 刊行物の受注・配本について 

三河全域の小中学校４９５校（小３４８・中１４５・特別支援２）から注文を受

け、業者を通して配本した。追加注文等は本法人から宅配便等で配本した。 

○ 2019年度版刊行物に係る印刷・出版各社との契約について 

９月初旬、契約に関する協議を行い、印刷・出版各社（１２社）と契約した。 

ウ 普及に関する事項 

○ 刊行物採用説明会について 

学校事務担当者の説明会は、春（５月）と秋（１１月）の２回，本法人から担当者

が出向き、１６郡市で開催した。同時期に、１６郡市の校長会を対象とした説明会

も実施した。 

○ 刊行物モニターについて 

本法人発行の刊行物の内容充実に向け、学校や郡市教科指導員等にモニターを依

頼し、教育現場の声を収集するとともに、刊行物の編集に生かした。 

（４）教育情報誌の発行に関する業務 

○ 教育情報誌「教育と文化」の発行について 

年３回（７月・１１月・３月）発行・配付し、三河全域の教職員及び公立図書館 

等への教育情報の提供に努めた。 

（５）教育研究助成に関する業務 

助成に関する事業では、（ア）団体研究助成に関する事項、（イ）個人研究助成に関 

する事項、（ウ）教育図書出版助成に関する事項、（エ）郡市教育・研究助成に関する 

事項、（オ）学校教育ボランティアグループ助成に関する事項を行い、地域の教育文化 

の振興に努めた。 

ア 団体研究助成に関する事項 

研究助成の申請があったものを厳正に審査し、下記の５団体に助成した。 

三河小中学校長会  三河教育研究会  三河教頭会 

生活・障害児教育研究協議会  愛知県へき地教育研究協議会 
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イ 個人研究助成に関する事項 

三河全域の教職員を対象に、３年継続をめざした教育研究論文を募集し、有識者に

よる審査を経て助成を実施した。平成３０年度の助成は、第１年次２１０名（申請者 

２６０名）、第２年次５０名、第３年次１０名であった。 

ウ 教育図書出版助成に関する事項 

教職員の研究成果をまとめた図書出版に関し、申請のあったものを審査して、１つ 

    の業績刊行図書（個人）に助成した。 

エ 郡市教育・研究助成に関する事項 

○ 現職研修費について 

各学校における現職研修や教育研究活動へ助成した。 

○ 研究協議会費について 

郡市単位で開催する教育研究協議会等の研究・運営へ助成した。 

○ 教育奨励費について 

郡市単位で行う児童・生徒、保護者等が参加する特色ある教育活動へ助成した。 

オ 学校教育ボランティアグループ助成に関する事項 

三河地域の小中学校等でボランティア活動をしている読書活動グル－プ３９団体 

と読書活動以外のグループ２０団体へ助成した。 

（６）各種表彰及びコンクールに関する業務 

表彰及びコンクールに関する事業では、（ア）優秀論文表彰に関する事項、（イ）か

きぞめコンクールに関する事項、（ウ）絵画コンクールに関する事項を実施した。 

ア 優秀論文表彰に関する事項 

個人研究助成３年次の研究成果報告書をもとに、厳正な審査を行い、最優秀１名、優

秀２名を決定し､表彰した。 

イ かきぞめコンクールに関する事項 

かきぞめコンクールを実施したところ、２,９４０点の応募があった。最優秀賞・優

秀賞・佳作・入選を合わせて２７０名を表彰した。 

ウ 絵画コンクールに関する事項 

初めて、絵画コンクールを実施したところ、<春夏><秋冬>合わせて２,５３７点の応

募があった。最優秀賞・優秀賞・佳作・入選を合わせて２１６名を表彰した。 

（７）体験活動に関する業務 

    ○ 自然体験活動「ネイチャーウォッチング」を年５回計画した。天候不良のため1回

中止となったが、延べ５９家族、１７５人の参加があり、児童の自然に対する興味、

知識を深め、豊かな感性や情操を育んだ。 

（８）その他 本法人の目的を達成するために必要な事業に関する業務 

ア 刊行物の災害無償給付 

被災し、刊行物を失った児童・生徒及び、熊本地震等によって被災した児童・生徒

に対して、刊行物の無償給付を実施した。 

（９）役員会等に関する業務 

公益財団法人愛知教育文化振興会の管理運営に関する会議 

ア 運営に関する会議 

○ 理事会 

第１回 平成３０年５月１５日（火） 

・平成２９年度事業報告について 

・平成２９年度決算報告について 

＊監査報告について 

・理事・監事・評議員の選任（案）について 



- 4 - 
 

・平成３０年度評議員会の開催日程と内容（案）について 

議案は満場一致で可決 

臨時理事会 平成３０年５月３１日（木） 

・理事長・副理事長・常務理事の選任について 

・平成３０年度運営審議会の審議内容及び委員について 

・平成３０年度収支補正予算書について 

議案は満場一致で可決 

第２回 平成３０年９月１４日（金） 

・2019年度版刊行物の頒価について 

・「常勤役員」の報酬等規定の一部改正について 

・平成２９年度第２回運営審議会について 

議案は満場一致で可決 

第３回 平成３１年２月２０日（水） 

・平成３０年度補正収支予算書（案）について 

・2019年度事業計画（案）について 

・2019年度収支予算書（案）について 

・「就業規則」の一部改正について 

議案は満場一致で可決 

○ 評議員会 

定例評議員会 平成３０年５月３１日（木） 

・理事・監事・評議員の選任について 

・平成２９年度決算報告の承認について 

＊監査報告について 

＊定期提出書類について 

議案は満場一致で可決 

イ 調整に関する会議 

○ 文振郡市正副代表者会 

第１回 平成３０年４月２０日（金） 

・平成３０年度年間行事計画について 

・2019年度版刊行物の編集について 

・平成３０年度版刊行物モニターについて 

・平成３０年度版刊行物Ⅰ期の採用状況について 

・平成３０年度各種助成応募要項について 

・平成３０年度郡市教育・研究助成について 

第２回  平成３０年１０月１０日（水） 

・2019年度版刊行物の頒価について 

・2019年度版刊行物の注文について 

・平成３０年度各種助成結果について 

・2019年度版刊行物郡市別説明会について 

○ 文振郡市事務担当者会 

第１回 平成３０年４月２５日（水） 

・学校事務の取り扱いについて 

・第Ⅰ期刊行物の返品回収について 

・第Ⅱ期注文について 

・源泉所得税の徴収と納税について 

第２回 平成３０年１０月１７日（水） 

・2019年度版刊行物の頒価について 

・2019年度版刊行物の注文について 
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・平成３０年度郡市教育・研究助成費と事務処理について 

・2019年度版刊行物郡市別説明会について 

ウ 審議に関する会議 

○ 運営審議会 

第１回 平成３０年７月６日（金） 

・平成２９年度事業報告について 

・平成２９年度決算報告について 

・平成３０年度事業計画について 

・平成３０年度収支予算について 

・2019年度版刊行物の編集について 

・平成３０年度版刊行物採用状況について 

・現刊行物の見直しと新刊行物の発刊に向けて 

第２回  平成３１年２月１５日（金） 

・平成３０年度事業概要について 

・平成３０年度各種助成結果について 

・全三河児童・生徒数の推移について 

・2019年度版刊行物の頒価について 

・2019年度版刊行物第Ⅰ期の採用状況について 

・平成３０年度経理状況について 

・現刊行物の見直しと新刊行物の発刊に向けて 

（10）契約に関する業務 

ア 借用地について、本年度も継続して次の１人と賃貸借契約を締結した。 

賃渡人  岡崎市筒針町上川田２６－５  村 瀬 守 彦 

・賃貸借期間    平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日 

・使用目的   公益財団法人事業の事務所、その他付属施設および駐車場 

（５５１.０７㎡） 

・賃貸料金   月額 １２０，０００円  

（11）その他の業務 

ア 会館使用に関する事項 

各種教育諸団体への会館使用については無料とし、「親しまれる会館」となるよう

に努め、年間使用数は延べ４７回であった。 

イ その他の事項 

○ 評議員、理事、監事、理事長の登記を行った。（法務局）  

○ 県教育委員会へ定期提出書類（平成２９年度事業報告書・決算報告書）を提出 

するとともに、公開用として備え置いた。 

○ 県教育委員会へ定期提出書類（平成３１年度事業計画書、収支予算書）を提出

するとともに、公開用として備え置いた。 

○ 貸借対照表をホームページに電子広告するとともに、各種助成事業応募要項等

もホームページに掲載した。 

３ 附属明細書  

附属明細書に記載すべき事項は、特にない。 


